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新宮町の児童生徒の学力等の実態 

１ 学力調査結果について 

新宮町の平均正答率は、全国平均・県平均ともに、上回る結果となった。小学校国語では＋9.3pt、小

学校算数では＋8.6pt、中学校国語では＋9.9pt、中学校数学では＋12.5ptであった。 

（１）小学校の結果について 

過去５年間全ての教科において全国の平均正答率

を上回っている。今年度は国語科・算数科の合計が、

全国比で＋17.9pt と高い水準を維持している。国語

科・算数科同様に全国平均を上回っている。今後も各

校の丁寧な実態分析を基に、各層の児童の実態に応じ

た指導方法の工夫・改善を進める必要がある。 

 

 

 

 

（２）中学校の結果について 

小学校と同様に過去５年で、全ての教科において

全国平均正答率を上回っている。 

国語科・数学科の合計が、全国比で＋22.4pt と高

い水準を維持している。国語科・数学科同様に全国平

均を上回っている。学力向上プランに基づいて、検証

改善の取組を組織的に行っている成果が表れている

と考える。 

 

○全国学力・学習状況調査（国語、算数・数学、理科、質問紙調査）  
実施時期：令和６年４月１8日（木） 
実施対象：小学校第 6学年、中学校第 3学年 

【本年度の新宮町、福岡県、全国の平均正答率の比較（小学校）】 【本年度の新宮町、福岡県、全国の平均正答率の比較（中学校）】 

資料１ 
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（３）問題別正答率と無解答率について(結果・考察) 

①小学校国語科 

小学校の国語科について、１４問中すべての問題で全国の平均正答率を上回っている。その中で、１３

問が＋５pt以上であり、内６問が＋10pt以上である。各小学校の取組の成果が表れている。 

無解答率についても、１４問すべての問題で全国より肯定的な結果となっている。特に、記述式の問題

について、児童の粘り強い取組成果が表れた結果となっており、今後も継続した取組を行っていきたい。 
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②小学校算数科 

小学校の算数科について、すべての問題で全国の平均正答率を上回っている。その中で、１３問が＋５

ptを上回っており、内５問が＋10ptを上回っている。主題研究等の各小学校の取組の成果が表れている。 

無解答率についても、１６問すべての問題で全国より肯定的な結果となっている。特に、国語科同様、

記述式の問題について、児童が粘り強く考え取り組んだ結果となっており、今後も継続した授業改善を行

っていきたい。 
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③中学校国語科 

中学校の国語科について、１５問すべての問題で全国の平均正答率を上回っている。その中で、１３問

が＋５ptを上回っており、内６問が＋10ptを上回っている。各中学校の取組成果が表れている。 

無解答率については、１５問中すべてが全国より肯定的な結果となっている。特に、３つの記述式の問

題すべてについて高い結果が得られており、「思考力・判断力・表現力」を育成する授業改善の結果であ

ると考える。                                

 

 

 

 



5 

 

④中学校数学科 

中学校の数学科について、１５問中すべての問題で全国の平均正答率を上回っている。さらに、１５問

全てで＋５ptを上回っており、内９問が＋10pt、３問が＋20ptを上回っている。各中学校の取組成果が

表れている。無解答率についても、１５問全てで全国より肯定的な結果となっている。特に、５つの記述

式の問題すべてについて、生徒の粘り強い取組成果が表れた結果となっている。 
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２ 学習状況調査（児童生徒質問紙の回答結果）について 

（１）児童質問紙 
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（２）生徒質問紙 
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（３）考察 

 小・中学校ともに、ほとんどの項目で全国値と比べ肯定的回答が高い結果となっている。以下特徴

的な点を述べる。 

① 学力との相関関係が高い基本的生活習慣（朝食、起床・就寝時間等）が身についている。 

② 各教科の無回答率の低さや「学習を工夫しているか」の項目から、学びに向かう力に必要な

「粘り強さ」「学習調整能力」が高いことがわかる。 

③ 人権教育を土台とした教育活動により「いじめはいけない」「困っている人を助ける」「学校に

いくのは楽しい」という気持ちを醸成させている。 

④ 子どもに寄り添い、「誰一人取り残さない」という指導により、「先生はよいところを認めてく

れる」「先生はわかるまで教えてくれる」の項目で高い肯定的回答が得られている。 

⑤ コミュニティースクールの取組により、地域貢献の意識が向上している。 

⑥ 協働的な学びや話合い活動の有用性を感じていることから、安心して自分の意見を言うこと

ができていることがわかる。 

 

 ３ 全体考察 

今回このような結果が得られたことは、授業改善だけでなく、学級経営や学年経営が大きく起因して

いると考える。授業を参観していると、子どもと教師のよい関係性が見て取れる。休み時間、廊下で子

どもに寄り添い話を聞いている場面も多く見る。どんなに高い教科指導の技術を備えていても、信頼関

係という土台がなければその技術は生かすことはできない。教育課程の中に生徒指導の機能（自己存在

感の感受、自己決定の場面づくり、共感的な人間関係、安心安全な風土の醸成）が十分に働いているか

ら、学習指導がより効果的になる。認知能力だけでなく非認知能力もバランスよく育成されていること

が、今回の学力調査・質問紙調査の数値として表れていると考える。 

この結果・分析を学校に伝え、今一度「生徒・保護者との信頼関係づくり」「よりよい学級経営・学

年経営」「授業改善」の相互作用について共通理解を図り、より効果的に検証改善を行うことで２学期

以降の重点を明確化し、良質な学校教育が提供できるよう働きかけていきたいと考える。 


